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Two interpretations of Liszt's Sonata in B Minor， 

























































































































Symphonist は， (専門的交響曲作家 dersp巴cifischeSymphonierとちがいJ，彼の精神において明確に存在す
る像，彼の意識において明瞭で、確固としている…速の心の状態を まったく向じように明確に再現するこ






くまれている」と書いている。 山口短調ソナタの初版について論評した Louis Koehl巴rは，このUlの内容
を「ある英雄的1'1;1'1の生涯の記録jと呼んでいる日し，新ドイツ派の思想家 Franz Brendelも「内容とし
ては，われわれの前にある英雄的精神の姿があらわれる。誇り高く，威厳にあふれ，大)JJjで、騎士のごとく





ロ短調ソナタは全体としてゲーテの『ファウスト j 第 l 吉日の出米4ji.~こしたがってつくられており，そのな
かにファウスト，マルガレーテ，メフイストの人物像が織り込まれているという。除 Ottによる解釈は，









リストの口短調ソナタをめぐる 2つの解釈 35 
れらを取りとげて検討することにしよう。(以下のテーマやモチーブを示す記号は私自身によるもので¥
巻末の譜剖を参照していただきたい。また以下の分析的記述において，数字は小節数をあらわす。)
Ottは序奏の音i結モチーフ (a) を fファウストの絶望と苦憐」と考え，これを直接ファウストをあらわ























次のポイントは，この作品の1=1間部分である。冒頭の Andante sostenutoの旋律 (e) を彼は「マルガレ
テのテーマjとIl乎ぶ。ファウストロメブイストのテーマと対照的な落ち着きと品位をそなえたこの旋律
にマルガレーテのイメージをあたえることは，心的には理解できるが，それに確たる証拠があるわけで




あと，ブアウストカfメブイストの旋1Af!:のかたちであらわれ (737~) ， $'lf.いてピアノの{ほl~域で、「弔いの銭j
が鳴らされる。 (743-49)序奏のブアウストのテーマのiヰ現は f年老いたファウストJをあらわすが，救





36 145 聖子 茂
















18仔:ファウストは地霊もしくはメフイストの到来に驚く。 (Goethe482-85，1298-1310) (Ott 35) 
32…54: [むく犬の姿をした〕メフィストの身体の膨張と態度の増長 (Goethe1238-1321) (Ott 35) 
55…81 (Fu伊 to司canon) :火花をちらす埼 (Goethe1377-78) 
105 f. (Grandioso) :誇り高く好色な若きファウスト (Ott33) ;力強く好色なファウスト (Goethe1750-
51) (Ott 35) 
i25 f. (dolce con grazia) :メフイストのテーマにもとづくブアウストのテーマ (Ott33)
i53任 (cantandoωpressivo) :ファウストのテーマ (Ott34) ; I官能の深みにおれを沈めて，この燃えさ
かる情熱をしずめてくれ。まだかかげられたことのない神秘の維のかげに あらゆる奇蹟をすぐ用意して
ほしい。J(Faust 1750-54) (Ott33) ，欲望と向酔にこがれるブアウスト (Goethe1765-75) (Ott35) 
179 190: I籾奔するメブイストのテーマ (Go巴the1760-64) (Ott 35) 
197 f. :ファウストの勝手気ままと興奮。我々はここでふたたび，同じテーマが拡大され，変形され，こ
のソナタの提示部にまき散らされているのに出会う。 (1869年の手紙) (Ott 33) 
[展際部] (205-330) 
205 -238 (Allegro energico) :メフィストの;'iJIJ成 (Goethe1785 1802?) (Ott 35) 
239-54 :リストのロマン的ファウスト殺に帰せられる気まぐれな性格を反映している。 (0託35)
255-96 :ファウストをあざけるメフィスト (Goeth巴1851 67) (Ott35) 
297 ff.: [鏡の中の女性に克入る]ブアウストの夢想 (Goethe2429-479) (Ott 36) 
〔中間部] (331-459) 




433 tf. (duet) :ファウストとマルガレーテの抱擁 (Ott34) 
リストのロ短調ソナタをめぐる 2つの解釈 37 
[再現部] (4ω-672) 
460 f. :第三楽章に相当。ふたたび無気力のファウスト。失敗と後悔と悲観とに夜われたファウスト第 1
部の最後の部分。 (Ott36)
460 任 (Alle，groEner，giωコ Ft1盟主2_:メフイストはファウストをからかいつつ，彼のあやまちを皮肉たっぷ
りに示す (Goethe3266-3325) (0α36) 
:後悔と苦しみをもってマルガレーテを忠い出している元気のないファウスト (Goethe3345-
65) (Ott 36) 
642 -649 (un poco animato) :メフイストはファウストの愛の気持をからかう (Goethe3366-73) (Ott 36) 
650-672 (Stretta) :悪魔の!騎行。メフィストはブアウストの心を鋭い言葉で乱し，ブアウストとマルガ
レーテを馬鹿にする。 (Goethe3534-43) (Ott 36) 
[コー ダ] (673-7ω) 
682任 (Prestissimo):続行l土地獄への疾走となる。ファウストとメフイストは占禁潟の背にのっている。(ド





711 ff.: [ Ottの区分による]コーダ。
737 f. :年老いたファウストを示すテーマ (Ott33)
743 f. :ピアノの低音域の和音は弔鐘をl鳴らす。 (Ott33) 




























いるという。 による誘惑とそれに人間(アダムとイヴ)が屈してしまう版界の成立である o Lento 
assaJのモチーフ aにおける段初の低いG音の反復は Luciferの誘惑，続く 7J支の跳躍とド行音階はその誘
惑に対する人間の反応で、ある。 7J支の跳躍はリンゴへと伸ばされた手を，下行音1;皆は践践しつつ手を引っ
込める操子をあらわす。このモチーフの繰り返しにおいては， ~Iご行音階に変化があらわれる o F音に#が
つけられることにより 7 の跳躍は半白iお高められ(授7度'長7度)，人間は誘惑のリンゴにさらに近づ
く。この Fis音とやはり#により変化した Cis者， Es音が半音高められたE音により， g-MolIの下行音階
はゆがめられるが，それは Luciferが真実を歪めて人間を誘惑する力を増したことを示している o
次の AIl巴gro energlcoで提示されるモチーフ bは2ITIにわたるオクターヴ、跳躍にはじまるが，それは，
7度→長7度の音程変化を引き継ぐもので，誘惑に屈してリンゴに手をかけてしまった人間の致命的な
をあらわす。 Szaszはここでモチーフ bをLuciferに，次のモチーフ cをSatanに結ぴつける。も
ともと干liJに仕える天使であった Luciferは，干1と等しくなろうとする倣鑓な気持ちから仲間!と結託して反
乱をおこし，天 l二から地獄に突き落とされて諒天使となった。こiLがSatanである。“Lucifer" も“Satan"




せようとしたのだから，人r1I1の罪は天使たる Luciferの天からの と重なり合う。モチーフ bとcは，
したがって LuciferとSatanであると同H寺に，人的jの原罪をあらわしているわけである。
人!日jをこの罪から救うのが，干1/1の子たるイエス・キリストの十字架 l二の死で、あるが，それが表現されて
いるのは第297小節以下の部分である。それは， Grandiosoのテーマ(モチーフ d) と“R巴citativo" よりな
るが，ここで調をかえて 2[日繰り返されるこの同じ組み合わせば 1)ストの後年の作品字架の道行 Via
crucisjにあらわれる。歌詞をともなうこの作品の該当部分は，イエスを十字架にかけろと叫ぶ群衆と
字架上のイエスが父なる神に呼びかける場而に当たっている。このことから， Szaszはこの場訴をキリス













あたえている。 彼が書いているように，この旋律はリストのピアノ 1 目立め Consolationd第4番からの
5 1Jf:]， さらにこのピアノ[山i日泊I1は大公妃Ma似紅ri官凶噌'ぬaPav叶10例vna羽 の 1リj一トにもとづいていることがわカか、つている O その
リ一ト自f科4本λは主匁知flられていないカf1，ビアノ i山I凶1のi該主当音部15仏う分士れ;にこ










: Luciferはエデンの闘の人IM1を誘惑する (Szasz52) 






人rf¥1に対する誘惑の力の増加1) (Szasz 53) 
8ff. (Allegro energico) :人!日!の堕罪と楽悶追放 (Szasz52) / 
8-9:オークターヴの t方挑臨:りんごへの到達(人間の誘惑への間HIU (Szasz 53) 
: LuciferとSatano 両方のモチーフは堕落した人!日jをあらわす (Szasz49) 
105 f. (Grandioso) :主の受難をあらわす賛歌“Cruxtide!is"にもとづく (Szasz44) 
120-254 :アダムとイヴは変化した日で互いに相手を見つめる (Szasz54) 
120-140 :イヴに対するアダムの欲望の増大 (Szasz55) 
141-152:サタンの陰謀 (Szasz55) 
153 f. :イヴは魅惑的，誘惑的な女性として彼にあらわれる (Szasz55) 
[展開部] (205 330) 
205-238 (c1imax 233-238) :愛の行為
239-250 :愛の行為のおわり (Szasz55) 
251-154 :悪魔の水車T巴1由 Ism出}巴 (Szasz55) 
255-276 :カインとアベルにおける暴力の勃発 (Szasz54) 
:原罪のモチーフ (Szasz55) 
297 f. :キリストの楳刑 (Szasz55) 
40 高野 茂
307， 308 (右手) :上行する十字架の象殻 (Szasz55) 
309-10，312-13:キリストの犠牲によって人間にもたらされた天をめざす気持 (Szasz55) 
[中間部] (331-459) 
331 f.(酉声のコラー ル様式) :人間のキ 1)ストへの帰訟の気持 (Szasz53， 55) ; Maria Pavlovnaのリート





〔コー ダ] (673-760) 
673 -699 (Presto， Prestissimo) :ハルマゲドン (Szasz55) 
:敗北に泊した悪魔の軍隊 (Szasz55) 
700 f. :審判の日におけるキリストの栄光の再指 (Szasz53) 
711 -728 (Andante sost巴nuto) :キリストへの帰依のモチーフ (MariaPavlovnaによるリート) (Szasz 53) 
:全音符による和音進行=キリストの右側にいる人々の救済 (Szasz53) 
:サタンをあらわす反提音=キリストの左側で動けなくなった魂たち (Szasz53) 
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